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 斜め方向の静的・動的解析をしたい 

建物の主軸（全体座標系のＸ軸、Ｙ軸）方向のみでなく斜め方向（主軸から

任意の角度を成す方向）についても解析を実施して、応答の確認を行いたい

場合があります。そのような時は以下のようにして解析を実施します。 

 

【ステップ】 

 ■静的解析の場合 

  方法Ａ：応力計算条件で外力作用角度を変更する 

  方法Ｂ：静的増分解析条件で外力作用角度を変更する 

 ■動的解析の場合 

  方法Ａ：X,Y 同時入力を行い入力波の換算倍率を変更する 

  方法Ｂ：入力波の入力角度を変更する 
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 ■静的解析の場合 

   方法Ａ：応力計算条件で外力作用角度を変更する。 

応力計算条件の外力作用角度を変更します。 

 

例）主軸から 45 度の角度を成す軸方向への静的増分解析を行う場合 
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   方法Ｂ：静的増分解析条件で外力作用角度を変更する。 

静的増分解析条件の外力作用角度を変更します。 

 

   

 

 
例）主軸から 45 度の角度を成す軸方向への静的増分解析を行う場合 
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■動的解析の場合 

   方法Ａ：X,Y 同時入力を行い入力波の換算倍率を変更する。 

振動解析ケースの設定で同じ入力波形をＸ、Ｙ方向に設定して

合力により加振します。角度を考慮した換算倍率を設定します。 

 

 

 

 

例）主軸（X）方向加振を行う場合の設定 

 

 

例）主軸から 45 度の角度を成す軸方向への動的解析を行う場合 
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 ■動的解析の場合 

   方法 B：入力波の入力角度を変更する。 

振動解析ケースの設定で入力波の角度を変更します。 

 

 

 

 

      

例）主軸から 45 度の角度を成す軸方向への動的解析を行う場合 
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※各方法における結果（グラフおよび出力ファイル）の見方 

 

 

静的増分解析 方法Ａ 方法Ｂ 

RESP-D Q-δ曲線 外力作用角度方向 

RESP-D 層の最大応答グラフ 外力作用角度方向 

RESP-F3T ~.story.csv 全体座標系 X,Y 方向 

 

動的解析 方法Ａ 方法Ｂ 

RESP-D Q-δ曲線 全体座標系 X,Y 方向 外力作用角度方向 

RESP-D 層の最大応答グラフ 全体座標系 X,Y 方向 外力作用角度方向 

RESP-F3T ~.story.csv 全体座標系 X,Y 方向 外力作用角度方向 

 

 

 

 


